
                               会     議     録 

会議の名称       令和元年度 第 2 回 小川町国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時       令和 2 年 2 月 19 日(水) 
午前 

午後 
1 時 30 分～ 

午前 

午後 
2 時 48 分 

開 催 場 所       リリックおがわ 第 3 会議室 

出 席 者       

瀬川会長 荒井副会長 関口茂子委員 原口委員 関口豊委員 野崎委員  

岡勢委員 坂田委員 町長 税務課長 健康福祉課長 町民課長 保険ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ主幹 国保担当主席主査  

会議の内容       

(1)令和２年度小川町国民健康保険特別会計(事業勘定)予算について 

(2)令和元年度小川町国民健康保険特別会計(事業勘定)補正予算(第４号)に

ついて  

(3)小川町税条例の一部改正について 

(4)保健事業について 

会 議 資 料       

・次第 

・議案第１号資料 令和２年第１回小川町議会定例会議案の概要 

（令和２年度小川町国民健康保険特別会計(事業勘定)予算） 

・議案第１号資料 当初予算案（運営協議会終了後回収させていただきます） 

・議案第２号資料 令和２年第１回小川町議会定例会議案の概要 

 （令和元年度小川町国民健康保険特別会計(事業勘定)補正予算第４号） 

・議案第３号資料 

  国民健康保険税の課税限度額の見直し及び軽減判定所得の見直し(案) 

・議案第４号資料 

① 保健事業状況報告 

② 令和元年度特定健診受診率の状況（令和２年１月２７日現在） 

③ 埼玉県の特定健診・特定保健指導の実施状況について 

④ 後発医薬品数量シェアの推移 

⑤ 平成３０年度小川町の大分類疾病別 1 人当たり医療費の状況について 

⑥ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施等 

会 議 録 の       

作 成 方 針       

 □ 録音機器を使用した全文記録 

 ☑ 録音機器を使用した要点記録 

 □ 要点記録 

そ の 他 の       

必 要 事 項       

欠席者：高橋委員 

 

審 議 内 容        （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

配付資料の確認 

１ 開会  

  定足数の確認 

  司会より、出席者 8 名、1 人欠席で小川町国民健康保険に関する規則第４条第３項に基 

  づき、会議は成立したとの報告。 

   

2 あいさつ 

松本町長  

瀬川会長  

町長退席 

 

3 会議の公開・非公開の決定 

  当協議会の公開・非公開については「小川町審議会等の会議の公開に関する要綱」第 3 

条により会議は原則として公開。ただし、一定の要件に該当する場合は、当該会議の全 



部又は一部を公開しないことができる。本日の議事については、個人を特定する情報な 

ど非公開とすべき内容はないが、令和 2 年度国民健康保険特別会計（事業勘定）予算に 

ついては、町議員への議会議案配布後の公開としているため「非公開」とする。 

傍聴について本日の傍聴希望者は 0 人の報告。 

 

4 議事  規則第 4 条第 1 項に基づき、会長が議長となる。 

  議長  会議録署名委員の指名 

保健薬剤師代表の岡勢委員と公益代表荒井委員が指名される。 

 

（1）令和２年度小川町国民健康保険特別会計(事業勘定)予算について 

議長    事務局説明を求める。 

町民課長  配付資料に基づき説明を実施。 

議長    質問はありますか。       

委員１   令和 2 年度の予算案の特徴は何か。 

町民課長  今年度が 3,383,913 千円、前年度当初予算 3,817,452 千円で、433,539 千円 

11.4％の減。予算の規模が小さくなったことが特徴です。平成 31 年度と令 

和 2 年度で 4 億円減の予算の原因は、平成 31 年度の予算は平成 30 年度の 

給付の伸び率を見込んで作りましたが、平成 31 年度は平成 30 年度ほどの 

急激な伸びがなかったので、平成 31 年度の給付の伸びと平成 30 年度の実 

績により令和 2 年度は 31 年度当初予算より 4 億円減の予算になっていま 

す。平成 30 年度決算並みの予算計上です。医療費は給付の伸びにより月 

でひらきがあり、実績に基づいて組んでいます。被保険者数は減りました 

が給付は伸びていますので、給付の様子によっては補正するかもしれませ 

ん。 

委員１   各地域で小川町は 100 歳体操を行っている。私の地区も昨年から始めたが 

お年寄りが、よく参加してくれコミュニケーションも取れている。膝が直 

ってきた、立ち上がれるようになったとよく聞く。健康志向の高まりを感 

じる。その効果がこの予算書に反映しているのかどうか。給付の伸び率が 

平成 30 年度多かったが平成 31 年度は少なかったが、その背景に健康意識 

の高揚、高まりがあって少しは影響あるのか。影響があれば嬉しいが、そ 

の実感はあるか。 

町民課長  特定健診の受診率は年々あがっています。重症化予防事業の保健指導の結 

果がでるのは、来年以降どうなっていくか追って検証していかなければい 

      けないところです。特定健診受診率の伸びを見ると健康意識が高まってき 

      ていると思います。介護保険の通いの事業の参加率はわかりませんが、参 

     加を含めますと健康意識が高まっていると思います。そういう事の結果と 

     して、予算が下がるという効果が出ているならば良い事ですが、今後数字 

     として効果がお示しできればと思います。調べているところですが徐々に 

     浸透してきていると思います。 

  委員１   議会でも質問がでたらそのように答えてほしい。 

委員 2   社協も 100 歳体操に携わっている。効果が出ているのは高齢者の参加者だ 

けではなくサポータも効果が出ているのではないか。サポータは 200 人突 

破しそうで、毎週出ているので影響しているのではないか。後期高齢者の 

伸びが抑えられているか。人数が増えているところで横ばいであれば成果 

が出ているので示しやすいのではないかと思う。 

高齢者以外の方も参加していることに意義がある。成果が出ている。去年 

はインフルが流行っていたが、今年は流行っていない。給付費に響いてい 

るのではないか。コロナウイルスの影響で病院や人込みに行く人も減って 

いるので医療費に影響しているのではないかと思う。 



  事務局   ありがとうございます。 

議長    質問はありますか。 

各委員   他に質問・意見なし 

議長    1 号議案承認。 

 

（2）令和元年度小川町国民健康保険特別会計(事業勘定)補正予算第４号 

議長    事務局説明を求める。 

町民課主幹 配付資料に基づき説明を実施。 

議長    質問はありますか。 

委員１   減額の補正ですか 

町民課主幹 全体的には減額になります。 

議長    質問はありますか。 

各委員   他に質問・意見なし 

議長    ２号議案承認 

 

（3）小川町税条例の一部改正について 

議長    事務局説明を求める。 

税務課長  配付資料に基づき説明を実施。 

議長    質問はありますか。 

委員１   改正の大きな目的は何か。改正によって小川町の保険税の収入の増減はど

んなことが予測されるか。 

税務課長  賦課限度額引き上げの目的は中間所得層の被保険者の負担に配慮する為で

す。5 割 2 割軽減の基準額の見直しは経済動向を踏まえての見直しです。

税制改正が行われ、給与所得控除公的年金控除から基礎控除へ 10 万円組み

替える改正です。影響は、賦課限度額超過世帯は 61 万円で 20 世帯、63 万

円になると 19 世帯。介護納付金の 16 万円で 20 世帯、17 万円になると 14

世帯で両方とも若干減ります。影響を受ける所得層については概算総所得

が 1,000 万を超える世帯が影響を受けます。5 割軽減の軽減世帯数は増。

現行 795 世帯が今の税率で計算すると、22 件程度増します。軽減額 771,000

円程度増し、2 割軽減は軽減世帯 11 件増で 170,000 円増となる計算です。 

委員１   増額になるということですか 

事務局   軽減額は増加になります。 

議長    質問はありますか。 

各委員   他に質問・意見なし 

議長    ３号議案承認。 

 

（4）保健事業について 

議長    事務局説明を求める。 

事務局   配付資料に基づき説明を実施。 

議長    質問はありますか。 

委員１   健康寿命とはどういう状態のことをいうのか。 

事務局   小川町の男性の平均寿命は 81.2 歳女性が 86.6 歳。要介護 2にならないま

での平均自立期間は 79.5 歳女性が 83.4 歳と自立していられる期間は出て

います。健康寿命ではありませんが要介護になる前の年齢です。 

委員１   ある会議で男性の健康寿命が 71 歳、女性が 73 歳と聞いた。私はあと１年 

と思った。71歳の健康寿命は本当なのか。どうなのか。 

  委員３   自分でなんでもできるのは平均寿命の 10 年前といわれている。健康寿命は 

介護とか受けていない自立して生活できているのを健康寿命。 

健康寿命はあがっているが、平均寿命はプラス 10 と考えていただいて医療



にかかわる年齢は健康寿命プラス 10 年になる。 

議長    健康 21 の東北大学の辻先生の話で、健康寿命はあまり伸びていないが試算 

       すると 10 年間で 5兆 3千万円のマイナス、医療と介護が浮いたと日本医師 

会で発表した。平均寿命は伸びないが健康寿命はこれから伸びる。 

100 歳体操等で伸びていくのではないか。 

※健康寿命について多数の意見が出される。 

  委員４   人間ドックの検査結果は特定健診の受診率に入るのか。 

  事務局   入ります。保健指導も行っています。 

  委員４   特定健診の運用面で聞きたい。いつもの診察と同時に特定健診した場合、 

再診料が減額されるか。 

事務局   後日回答させていただきます。 

委員４   ジェネリック(数量シェア)の分母はジェネリックがあるものの薬品の事か 

事務局   分母はジェネリックのある医薬品です。 

議長    生活習慣病重症化予防事業の件ですが、受診勧奨を通知した方が病院に来 

      ているようだが。 

事務局   県の共同化事業で未受診者と(治療)中断者へ受診勧奨通知を送付したが、 

      途中経過ですが(医療機関への)受診率は県平均より高いです 

議長    スタムちゃんのエコバックはどんなものですか。 

事務局   見本が無くすみません。診療情報提供してくれた方には小さいスタムちゃ 

んバックを郵送でプレゼントしています。次回持ってきます。 

 

5 その他（報告事項） 

  ・脳ドックについて 

  町民課長  (人間ドック事業に加え)脳ドックをして欲しいという意見があります。人間 

ドックに 2 万円の補助をしていますので、脳の併診ドックに 2 万円の補助 

ですと自己負担が多くなります。町としては特定健診に力を入れがん検診 

と並行して進め、脳疾患は生活習慣病予防に取り組むことにより最大の効 

果があがると考えますが、脳ドックはどうでしょうか 

  委員    脳ドックは CT、MR でするので金額がかかる。見つけられるが脳疾患はそ 

んなに伸びていない。小人数しか受けられない。自費でよいのではないか。 

MR でないと意味がない。効果はあまりないのではと思います。 

  ・次回の会議は 8 月ごろ予定 

・報償費について 

・会長・副会長の国保連合会等への会議出席報告 

 

6 閉会 

 

上記会議の顛末を記載しその事実であることを証明するために署名する。 

 

小川町国民健康保険運営協議会会議録署名委員 6 番  岡勢 美子      

 

小川町国民健康保険運営協議会会議録署名委員 8 番  荒井 基明      

 

会 長  瀬 川  豊    書 記  轟 雪江  

 

 

 

 


